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本
稿
の
目
的

　

本
稿
は
、
自
民
党
内
に
お
い
て
参
議
院
自
民
党
が
ど
れ
だ
け
の
自
律
性
を
有
し
て
い
る
の
か
を
、
そ
の
人
事
を
長
期
的
に
観
察
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
実
証
的
に
検
証
す
る
。

　

自
民
党
に
所
属
す
る
参
議
院
議
員
に
よ
っ
て
組
織
、
運
営
さ
れ
る
参
議
院
自
民
党
は
、
自
民
党
内
に
お
い
て
特
殊
な
位
置
づ
け
に

あ
る
と
い
え
る
。
ま
ず
、
参
議
院
自
民
党
は
党
所
属
の
全
て
の
参
議
院
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
参
議
院
議
員
総
会
を
最
高
決
定
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機
関
と
し
、
参
議
院
議
員
総
会
は
自
民
党
の
党
則
に
お
い
て
、「
両
院
制
度
の
本
旨
に
か
ん
が
み
、
参
議
院
に
お
け
る
党
の
国
会
活

動
に
関
す
る
事
項
を
審
議
決
定
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
党
則
六
〇
条
）（

（
（

。
そ
れ
を
「
招
集
し
、
議
長
と
し
て
そ
の
運
営
に
当
た
る
」

の
が
、
参
議
院
自
民
党
の
領
袖
た
る
参
議
院
議
員
総
会
長
（
以
下
、
議
員
会
長
と
い
う
）
で
あ
り
（
党
則
六
一
条
二
項
）、
議
員
会
長
と

そ
れ
を
補
佐
す
る
副
会
長
（
五
名
以
内
）
は
、
自
民
党
の
幹
事
長
や
政
調
会
長
な
ど
の
よ
う
に
総
裁
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、「
参
議
院
議
員
総
会
に
お
い
て
公
選
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
同
条
四
項
）。

　

次
に
、
参
議
院
自
民
党
に
は
、
図
1
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
参
議
院
内
に
お
け
る
機
関
」
と
し
て
（
党
則
七
章
三
節
）、「
参

議
院
内
に
お
け
る
党
の
国
会
活
動
の
遂
行
の
た
め
、
参
議
院
幹
事
長
、
参
議
院
政
策
審
議
会
長
、
参
議
院
国
会
対
策
委
員
長
そ
の
他
、

必
要
な
役
員
」
が
置
か
れ
て
い
る
（
党
則
六
三
条
）。
そ
れ
ら
参
議
院
自
民
党
の
執
行
部
は
「
参
議
院
議
員
総
会
で
選
挙
、
又
は
承
認

を
得
て
決
定
」
さ
れ
（
同
条
二
項
）、
参
議
院
幹
事
長
に
つ
い
て
は
一
九
九
四
年
以
降
、
議
員
会
長
と
と
も
に
自
民
党
役
員
会
の
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
（
二
五
条
二
項
）（

（
（

。
さ
ら
に
、
参
議
院
自
民
党
は
自
民
党
の
党
則
と
は
別
に
自
ら
の
会
則
を
持
つ
ほ
か
、
参
議

院
内
に
事
務
局
を
構
え
、
独
自
に
職
員
を
雇
用
し
て
い
る（

（
（

。

　

一
方
、
衆
議
院
自
民
党
に
も
衆
議
院
議
員
総
会
が
存
在
し
（
党
則
七
章
一
節
）、
参
議
院
議
員
総
会
と
同
様
に
、「
衆
議
院
に
お
け

る
党
の
国
会
活
動
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
」（
同
五
七
条
）。
ま
た
、
そ
こ
に
衆
議
院
議
員
総
会
長
と
そ
れ
を
補
佐
す
る
副
会
長

（
三
名
以
内
）
が
置
か
れ
て
い
る
点
も
参
議
院
自
民
党
と
同
様
で
あ
る
（
党
則
五
八
条
）。
し
か
し
、
衆
議
院
自
民
党
に
つ
い
て
は
党

則
上
、「
参
議
院
内
に
お
け
る
機
関
」
に
相
当
す
る
規
定
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
参
議
院
自
民
党
の
幹
事
長
な
ど
に
あ
た
る
ポ
ス

ト
は
存
在
し
な
い
。
自
民
党
の
幹
事
長
、
政
調
会
長
、
国
会
対
策
委
員
長
は
い
ず
れ
も
衆
議
院
議
員
が
独
占
し
て
き
た
ポ
ス
ト
で
あ

る
が
、
そ
れ
ら
は
院
内
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
院
外
の
党
本
部
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
自
民
党
の
衆
議
院
議
員
は
衆
議
院
内
に
お
い
て
独
自
に
活
動
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
自
民
党
内
に
お
い
て
主
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
参
議
院
議
員
は
党
本
部
で
も
様
々
な
役
職
に
就
き
（
佐
藤
・
松
崎　
一
九
八
六
、
石
間　
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図
1　
自
民
党
本
部
組
織
図

注
：

機
構

図
は

2022
年

3
月

13
日

時
点

の
も

の
。

出
典

�：
自

民
党

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

「
機

構
図

・
党

則
」（

https://w
w

w
.jim

in.jp/aboutus/organization/）
よ

り
抜

粋
（

202 3
年

10
月

2
日

最
終

閲
覧

）。
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二
〇
一
八
、
石
間
・
建
林　
二
〇
二
〇
、
松
浦　
二
〇
二
二
）、
衆
議
院
議
員
と
と
も
に
党
運
営
を
担
う
一
方
で
、
閣
僚
人
事
に
際
し
て
は

首
相
に
対
し
参
議
院
議
員
の
入
閣
候
補
者
を
提
示
す
る
な
ど
、
参
議
院
自
民
党
と
し
て
独
自
の
動
き
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

自
民
党
内
に
お
い
て
参
議
院
議
員
が
参
議
院
自
民
党
と
い
う
独
立
的
な
機
関
を
組
織
し
て
い
る
の
は
、
日
本
の
国
会
が
二
院
制
を
採

用
し
、
自
民
党
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
議
院
に
所
属
す
る
議
員
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
政
党
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
自
民
党
に
関
す
る
先
行
研
究
の
多
く
は
、
そ
う
し
た
自
民
党
の
構
造
的
な
特
徴
を
考
慮
す
る
こ
と

な
く
、
組
織
論
的
に
は
専
ら
党
内
に
割
拠
す
る
派
閥
に
焦
点
を
あ
て
て
き
た
。
ま
た
、
自
民
党
の
派
閥
は
有
力
な
衆
議
院
議
員
に

よ
っ
て
率
い
ら
れ（

（
（

、
総
裁
や
党
三
役
（
幹
事
長
、
政
調
会
長
、
総
務
会
長
）
を
は
じ
め
、
主
要
な
党
役
員
に
も
衆
議
院
議
員
が
就
く
こ

と
が
慣
例
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
衆
議
院
議
員
に
分
析
の
対
象
が
限
ら
れ
、
参
議
院
議
員
に
つ
い
て
は
分
析
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
自
民
党
を
異
な
る
議
院
に
所
属
す
る
議
員
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
組
織
と
し
て
捉
え
直
し
、
参
議
院

自
民
党
が
自
民
党
内
に
お
い
て
、
高
い
自
律
性
を
持
っ
た
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
人
事
に
着
目
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
以

下
、
二
節
で
は
、
先
行
研
究
の
課
題
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
参
議
院
自
民
党
の
権
力
基
盤
を
踏
ま
え
、
そ
の
自
律
性
に
関
す
る
仮
説

を
導
出
す
る
。
三
節
で
は
、
本
稿
の
仮
説
を
検
証
す
る
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
参
議
院
自
民
党
の
人
事
を
分
析
す
る
か
を

示
す
。
四
節
で
は
、
参
議
院
自
民
党
内
に
お
け
る
各
派
閥
の
勢
力
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
参
議
院
自
民
党
の
執
行
部
人
事
と
参
議
院

の
役
員
人
事
を
長
期
的
に
観
察
す
る
。
五
節
で
は
、
本
稿
の
分
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
ま
と
め
た
う
え
で
、
今
後
に
残
さ
れ

た
課
題
を
指
摘
す
る
。
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二　

先
行
研
究
と
仮
説

二
・
一　

先
行
研
究
と
本
稿
の
位
置
づ
け

　

一
九
五
五
年
一
一
月
の
結
党
以
来
、
自
民
党
は
細
川
、
羽
田
両
政
権
と
民
主
党
政
権
の
数
年
間
を
除
き
、
常
に
政
権
党
と
し
て
国

政
を
主
導
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
民
党
は
戦
後
の
日
本
政
治
に
お
い
て
最
も
重
要
な
ア
ク
タ
ー
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
え
、
そ

れ
に
関
す
る
学
術
研
究
は
日
本
の
国
内
外
で
数
多
く
発
表
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研

究
は
自
民
党
の
中
枢
が
衆
議
院
議
員
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
分
析
の
対
象
を
衆
議
院
議
員
に
限
定
す
る
も
の

が
大
部
分
と
な
っ
て
い
る
（
ｅ
．ｇ
．
北
岡　
一
九
九
五
、
川
人　
一
九
九
六
ａ
、
一
九
九
六
ｂ
、
斎
藤　
二
〇
一
〇
、
山
本　
二
〇
一
〇
）。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
、
竹
中
（
二
〇
一
〇
）
は
自
民
党
政
権
下
に
お
け
る
参
議
院
自
民
党
の
影
響
力
を
包
括
的
に
検
証
し
た

重
要
な
研
究
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
首
相
と
参
議
院
と
の
関
係
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
自
民
党
の
首
相
で
あ
っ
て
も
参
議
院
自
民
党

か
ら
閣
法
に
対
す
る
支
持
を
取
り
付
け
る
の
に
苦
労
し
て
き
た
こ
と
が
、
閣
法
の
国
会
提
出
前
の
段
階
か
ら
丹
念
に
叙
述
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
合
理
的
選
択
制
度
論
の
観
点
か
ら
、
参
議
院
自
民
党
の
人
事
や
議
員
行
動
を
理
論
的
、
実
証
的
に
分
析
し
た
研
究
と
し

て
、
待
鳥
（
二
〇
〇
一
）
と
待
鳥
（
二
〇
〇
二
）
が
あ
る
。
前
者
は
、
参
議
院
三
木
派
が
重
宗
参
議
院
議
長
の
四
選
阻
止
に
動
い
た

動
機
と
し
て
、
そ
れ
が
重
宗
議
長
の
下
で
の
閣
僚
人
事
に
不
満
を
募
ら
せ
て
い
た
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た
う
え
で
、
重
宗
議
長
の

退
任
後
、
参
議
院
自
民
党
に
お
い
て
年
功
序
列
型
人
事
と
派
閥
勢
力
比
型
人
事
に
基
づ
く
閣
僚
ポ
ス
ト
配
分
ル
ー
ル
が
形
成
さ
れ
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。
後
者
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
政
界
再
編
期
に
自
民
党
か
ら
の
離
党
者
が
衆
議
院
議
員
よ
り
も
参
議
院
議
員
の
方

が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
参
議
院
自
民
党
が
所
属
議
員
の
昇
進
目
標
を
満
た
す
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を

あ
げ
る
。
そ
の
他
に
も
、
東
大
法
・
第
5
期
蒲
島
郁
夫
ゼ
ミ
編
（
二
〇
〇
五
）
で
は
、
参
議
院
自
民
党
の
派
閥
や
人
事
な
ど
が
網
羅

的
に
整
理
、
分
析
さ
れ
て
い
る
（
第
三
章
～
第
五
章
）。
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こ
れ
ら
は
、
参
議
院
自
民
党
を
対
象
と
す
る
本
格
的
な
実
証
研
究
で
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
参
議
院
自
民
党
の
自
律
性
を
体
系

的
に
検
証
す
る
こ
と
な
し
に
そ
の
行
動
を
観
察
し
、
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
参
議
院
自
民
党
が
自
律
的
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
か

否
か
は
、
そ
の
影
響
力
を
評
価
す
る
う
え
で
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
自
民
党
を
衆
議
院
議
員
と
参

議
院
議
員
と
い
う
異
な
る
議
院
に
所
属
す
る
議
員
か
ら
成
る
組
織
と
し
て
捉
え
、
参
議
院
自
民
党
が
衆
議
院
議
員
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
る
自
民
党
の
中
枢
に
対
し
て
、
ど
れ
だ
け
自
律
的
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
の
か
を
、
そ
の
人
事
に
着
目
し
て
検
証
す
る
。

二
・
二　

仮
説
の
導
出

　

自
民
党
内
に
お
い
て
参
議
院
自
民
党
が
党
則
上
、
制
度
的
に
高
い
独
立
性
を
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
確
認
し
た
通
り
で
あ

る
が
、
独
立
性
の
高
い
機
関
が
必
ず
し
も
自
律
的
な
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
民
党

の
「
最
高
責
任
者
」
で
あ
り
（
党
則
四
条
二
項
）、
首
相
と
し
て
自
民
党
政
権
を
率
い
る
総
裁
が
参
議
院
自
民
党
の
議
員
会
長
を
は
じ

め
、
執
行
部
の
人
事
権
を
持
た
な
い
こ
と
の
意
味
は
小
さ
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　

ま
た
、
参
議
院
自
民
党
を
組
織
す
る
参
議
院
議
員
が
自
民
党
の
中
枢
を
占
め
る
衆
議
院
議
員
と
は
別
の
権
力
基
盤
の
う
え
に
立
っ

て
い
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
、
両
議
院
の
議
員
は
主
権
者
た
る
国
民
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
に
お
い
て

直
接
選
出
さ
れ
る
た
め
、
互
い
に
高
い
民
主
的
正
統
性
を
誇
る
。
ま
た
、
参
議
院
議
員
が
帰
属
す
る
参
議
院
は
憲
法
上
、
衆
議
院
と

ほ
ぼ
対
等
な
制
度
的
権
力
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
で
あ
る
の
が
参
議
院
の
強
い
立
法
権
限
で
あ
り
（
高
橋　

二
〇
〇
六
、Ganghof 2014; 2018; 2022; Lijphart 2012

）、
憲
法
は
首
相
の
指
名
（
六
七
条
二
項
）、
予
算
の
議
決
（
六
〇
条
二
項
）、

条
約
締
結
の
承
認
（
六
一
条
）
の
場
合
と
は
異
な
り
、
法
律
の
制
定
に
は
両
議
院
に
お
け
る
可
決
を
原
則
と
し
て
い
る
（
五
九
条
）。

も
ち
ろ
ん
、
両
議
院
の
議
決
が
異
な
っ
た
場
合
は
、
衆
議
院
の
再
可
決
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
出
席
議
員
の
三
分
の

二
以
上
の
特
別
多
数
が
要
求
さ
れ
る
（
五
九
条
二
項
）。
こ
れ
は
、
逆
に
い
う
な
ら
ば
、
衆
議
院
に
お
い
て
三
分
の
二
以
上
の
多
数
派
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が
形
成
さ
れ
な
い
限
り
、
参
議
院
が
立
法
上
の
「
拒
否
権
（veto

）」
を
持
つ
こ
と
を
意
味
す
る（

（
（

。

　

近
年
の
参
議
院
研
究
は
、
そ
う
し
た
参
議
院
の
制
度
的
権
力
を
認
め
た
う
え
で
、
政
治
過
程
に
お
い
て
参
議
院
が
ど
の
よ
う
な
影

響
力
を
行
使
し
て
い
る
の
か
を
推
論
し
て
お
り
（
竹
中　
二
〇
一
〇
、
二
〇
二
三
）、
参
議
院
自
民
党
の
権
力
の
源
泉
も
ま
た
そ
れ
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
内
閣
が
安
定
的
に
国
政
を
運
営
す
る
う
え
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
の
裏
付
け
と
な
る

閣
法
を
効
率
的
に
成
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
参
議
院
自
民
党
は
参
議
院
の
立
法
権
限
を
背
景
に
、
自
民
党
総
裁
を
首
班
と
す

る
内
閣
に
対
し
て
も
政
治
的
な
圧
力
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
人
事
に
関
し
て
も
、
参
議
院
自
民
党
は
重
要

法
案
の
成
立
に
向
け
た
協
力
を
持
ち
出
す
こ
と
で
、
自
民
党
中
枢
か
ら
の
介
入
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、

自
民
党
の
中
枢
側
に
お
い
て
も
、
人
事
を
通
じ
て
、
参
議
院
自
民
党
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
手
段
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
人

事
に
干
渉
し
て
、
参
議
院
自
民
党
と
の
対
立
を
招
く
よ
り
は
、
そ
れ
に
介
入
せ
ず
、
国
会
運
営
に
お
け
る
参
議
院
自
民
党
の
協
力
を

確
実
な
も
の
に
し
た
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
参
議
院
自
民
党
は
自
民
党
内
で
自
律
的
に
人
事
を
行
う
と
予
想
す
る
。
た
だ
し
、
一
九
九
〇
年

代
以
降
の
政
治
行
政
改
革
に
よ
っ
て
、
自
民
党
内
に
お
け
る
執
行
部
の
影
響
力
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
と

な
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
九
四
年
一
月
に
政
治
改
革
関
連
法
案
が
成
立
し
、
衆
議
院
の
選
挙
制
度
が
中
選
挙
区
単
記
非
移
譲
式
投
票

制
（
Ｓ
Ｎ
Ｔ
Ｖ
）
か
ら
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
に
変
更
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
が
政
党
に
対
し
政
党
交
付
金
に
よ
る
助
成
を
行

う
政
党
助
成
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
総
裁
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た
一
方
、
派
閥
の
影
響
力
が

大
き
く
抑
制
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
（
竹
中　
二
〇
〇
五
、
待
鳥　
二
〇
一
二
、
二
〇
二
〇
、Rosenbluth and T

hies 2010

）。

　

す
な
わ
ち
、
小
選
挙
区
制
の
も
と
で
は
、
中
選
挙
区
制
の
場
合
と
比
べ
、
無
所
属
の
候
補
者
が
当
選
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、

大
政
党
か
ら
公
認
を
受
け
る
こ
と
の
重
要
性
が
格
段
に
高
ま
る
た
め
、
党
執
行
部
の
公
認
権
が
実
質
的
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
他
方
で
、
中
選
挙
区
制
下
に
お
い
て
見
ら
れ
た
同
一
選
挙
区
内
に
お
け
る
自
民
党
候
補
同
士
の
争
い
が
基
本
的
に
は
解
消
に
向
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か
っ
た
た
め
に
、
選
挙
に
お
い
て
派
閥
が
果
た
す
役
割
が
大
き
く
減
少
し
た
。
ま
た
、
政
治
資
金
の
規
制
強
化
に
よ
っ
て
、
派
閥
や

個
々
の
政
治
家
が
政
治
資
金
を
調
達
す
る
の
が
難
し
く
な
る
一
方
、
党
執
行
部
は
党
内
で
政
党
交
付
金
を
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か

と
い
う
政
治
資
金
の
配
分
権
を
握
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
党
執
行
部
の
権
力
拡
大
は
、
自
民
党
総
裁
と
し
て
の
首
相
の
閣
僚
人
事
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た（

（
（

。
た
と
え
ば
、
松

浦
（
二
〇
二
三
）
は
自
民
党
政
権
の
閣
僚
人
事
に
お
け
る
参
議
院
議
員
の
入
閣
者
を
長
期
的
に
観
察
し
、
参
議
院
自
民
党
に
は
衆
議

院
自
民
党
と
は
異
な
る
独
自
の
人
事
慣
行
が
一
九
七
〇
年
代
に
確
立
し
た
も
の
の
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
そ
れ
に
動
揺
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
着
目
す
る
の
は
、
首
相
の
人
事
権
が
及
ば
な
い
参
議
院
自
民
党

内
の
人
事
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
の
政
治
行
政
改
革
は
首
相
と
参
議
院
と
の
間
の
関
係
を
制
度
的
に
変
化
さ
せ
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
（
待
鳥　
二
〇
二
〇
）。

　

し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
一
九
九
〇
年
代
の
政
治
行
政
改
革
に
よ
っ
て
、
首
相
の
制
度
的
権
力
が
拡
大
し
た
こ
と
は
認
め
る
も
の
の
、

そ
れ
が
参
議
院
自
民
党
の
人
事
に
及
ぼ
す
影
響
は
小
さ
い
と
予
想
し
て
、
次
の
仮
説
を
置
く
。

仮
説
：�

参
議
院
自
民
党
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
政
治
行
政
改
革
に
よ
っ
て
首
相
の
制
度
的
権
力
が
強
化
さ
れ
て
か
ら
も
自

律
的
に
人
事
を
行
う

三　

仮
説
の
検
証
方
法

　

本
稿
で
は
、
参
議
院
自
民
党
に
よ
る
執
行
部
と
参
議
院
の
役
員
人
事
に
着
目
し
て
上
記
の
仮
説
を
検
証
す
る
。
具
体
的
に
は
、
前
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者
は
参
議
院
自
民
党
の
議
員
会
長
の
ほ
か
、
自
民
党
の
党
則
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
幹
事
長
、
政
策
審
議
会
長
、
国
会
対
策
委
員
長

を
対
象
と
す
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
参
議
院
の
議
長
お
よ
び
副
議
長
に
加
え
て
、
常
任
委
員
会
の
委
員
長
ポ
ス
ト
の
中
で
も
予
算

委
員
長
と
議
院
運
営
委
員
長
を
対
象
と
す
る
。
両
委
員
長
は
国
会
運
営
上
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
委
員
長
と

比
較
し
て
、
両
委
員
長
に
は
当
選
回
数
の
多
い
議
員
が
就
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
重
要
性
が
窺
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
人
事
が
参
議
院
自
民
党
内
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
、
自
律
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
推
論
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
、

ま
ず
、
各
ポ
ス
ト
に
就
い
た
議
員
の
派
閥
に
注
目
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
参
議
院
自
民
党
に
お
い
て
、
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
派
閥

を
特
定
で
き
る
が
、
仮
説
と
の
関
係
で
重
要
で
あ
る
の
は
総
裁
の
所
属
も
し
く
は
出
身
派
閥
（
以
下
、
総
裁
派
閥
と
い
う
）
の
位
置

づ
け
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
五
五
年
体
制
期
と
政
治
行
政
改
革
に
よ
り
総
裁
権
力
が
増
大
し
た
五
五
年
体
制
後
を
区
別
し
た
う
え
で
、

各
ポ
ス
ト
に
お
け
る
総
裁
派
閥
の
割
合
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。

　

な
お
、
参
議
院
自
民
党
内
の
派
閥
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
頃
ま
で
に
清
新
ク
ラ
ブ
（
佐
藤
・
岸
系
）、
み
ず
ほ
ク
ラ
ブ
（
河

野
・
大
野
・
藤
山
系
）、
懇
話
会
（
池
田
・
三
木
・
石
井
系
）
の
三
系
列
が
形
成
さ
れ
、
同
年
代
後
半
以
降
に
衆
議
院
議
員
の
派
閥
と
一

体
化
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
（
佐
藤
・
松
崎　
一
九
八
六
：
二
四
二
）。
し
か
し
、『
国
会
便
覧
』
に
は
一
九
六
四
年
九
月
に
出
版
さ
れ

た
二
八
版
以
降
、
派
閥
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
参
議
院
議
員
の
名
も
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が（

（
（

、
そ
こ
で
は
当
初
か
ら
衆
議
院
議
員

の
派
閥
に
参
議
院
議
員
を
含
め
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
『
国
会
便
覧
』
の
記
載
に
し
た
が
っ
て
参
議
院
自
民
党
に
お
け
る
各
派
閥

の
勢
力
を
把
握
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

次
に
、
本
稿
で
着
目
す
る
の
が
、
各
ポ
ス
ト
に
就
い
た
議
員
の
当
選
回
数
と
在
任
期
数
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
参
議
院
自
民
党
に
お

け
る
人
事
の
自
律
性
を
直
接
的
に
示
す
指
標
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
ポ
ス
ト
ご
と
に
何
ら
か
の
規
則
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
参
議
院
自
民
党
に
お
い
て
独
自
の
人
事
慣
行
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

本
稿
の
分
析
対
象
期
間
は
、
一
九
六
二
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
後
に
林
屋
亀
次
郎
を
議
員
会
長
と
す
る
参
議
院
自
民
党
の
執
行
部
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が
発
足
し
て
か
ら
、
二
〇
二
二
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
後
に
議
員
会
長
に
再
任
さ
れ
た
関
口
昌
一
が
新
た
な
執
行
部
を
発
足
さ
せ
る

ま
で
と
す
る
。

四　

分
析
結
果
と
考
案

四
・
一　

参
議
院
自
民
党
内
に
お
け
る
各
派
閥
の
勢
力

　

参
議
院
自
民
党
の
人
事
を
み
る
に
先
立
ち
、
ま
ず
は
参
議
院
自
民
党
内
に
お
け
る
各
派
閥
の
勢
力
を
確
認
し
て
お
く
。
図
2
は
一

九
六
四
年
以
降
の
各
派
閥
に
お
け
る
参
議
院
議
員
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
佐
藤
派
系
、
池
田
派
系
、
福
田
派
系
、

河
野
派
系
、
三
木
派
系
の
五
大
派
閥
に
加
え
、
二
〇
一
七
年
七
月
に
三
木
派
系
の
山
東
派
と
合
流
し
た
麻
生
派
系
を
中
心
に
取
り
上

げ
（
（
（

、
そ
れ
以
外
の
派
閥
を
「
そ
の
他
」
と
し
て
ま
と
め
た
。

　

そ
こ
で
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
佐
藤
派
系
の
優
位
で
あ
る
。
佐
藤
派
系
は
最
大
で
五
〇
名
を
超
え
る
参
議
院
議
員
を
擁
し
、
二
〇

〇
〇
年
代
ま
で
他
の
派
閥
の
所
属
議
員
数
を
大
き
く
引
き
離
し
て
、
参
議
院
自
民
党
に
お
け
る
最
大
派
閥
の
地
位
を
維
持
し
て
い
る
。

参
議
院
自
民
党
に
占
め
る
各
派
閥
の
割
合
を
示
し
た
図
3
に
よ
る
と
、
そ
の
期
間
、
佐
藤
派
系
に
は
自
民
党
の
参
議
院
議
員
の
二
割

強
か
ら
四
割
弱
が
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
状
況
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
の
が
二
〇
〇
七
年
の
参
議
院
選
挙
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
に
お
い
て
自
民
党
は
大
敗
を
喫
し
、

野
党
が
参
議
院
の
多
数
派
と
な
る
「
分
裂
議
会
（divided D

iet
）」
と
な
る
が
、
選
挙
後
に
佐
藤
派
系
の
議
員
数
は
二
〇
名
ま
で
落

ち
込
む
一
方
、
わ
ず
か
な
減
少
に
と
ど
ま
っ
た
福
田
派
系
が
佐
藤
派
系
に
代
わ
っ
て
参
議
院
自
民
党
の
最
大
派
閥
と
な
っ
た
。
福
田

派
系
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
森
喜
朗
、
小
泉
純
一
郎
、
安
倍
晋
三
、
福
田
康
夫
と
連
続
し
て
首
相
を
輩
出
し
、
そ
の
も
と
で
参
議
院
で

も
勢
力
を
拡
大
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
傾
向
は
二
〇
一
二
年
か
ら
の
安
倍
長
期
政
権
下
で
も
継
続
し
た
。
そ
の
結
果
、
参
議
院
自
民
党
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注：1964 年を除き、各派閥の勢力は参議院選挙直後のもの。
出典：『国会便覧』各版をもとに筆者作成。

図 2　参議院自民党内における各派閥の勢力
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注：1964 年を除き、各派閥の勢力は参議院選挙直後のもの。
出典：『国会便覧』各版を基に筆者作成。

図 3　参議院自民党に占める各派閥の割合
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に
お
け
る
最
大
派
閥
の
交
代
は
一
時
的
な
現
象
で
は
な
く
、
二
〇
二
二
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
後
に
は
福
田
派
系
は
四
〇
名
近
く
の

議
員
を
擁
し
、
そ
の
参
議
院
自
民
党
に
占
め
る
割
合
も
三
割
を
超
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
佐
藤
派
系
は
第
二
派
閥
の
座
は

維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
勢
力
を
挽
回
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
福
田
派
系
に
議
員
数
で
約
二
倍
の
差
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
図
2
及
び
図
3
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、「
そ
の
他
」
と
し
て
ま
と
め
た
小
派
閥
に
所
属
す
る
議
員
数
の
減
少

で
あ
る
。
そ
の
数
は
一
九
六
四
年
に
は
四
〇
名
近
く
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇

〇
年
代
に
か
け
て
例
外
的
に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
近
年
、
小
派
閥
に
属
す
る
議
員
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
他
方
で
、
い
ず

れ
の
派
閥
に
も
所
属
し
な
い
無
派
閥
の
議
員
数
は
、
時
期
に
も
よ
る
が
、
参
議
院
自
民
党
内
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
こ
と
が
あ
る
。

と
り
わ
け
、
一
九
八
〇
年
や
二
〇
一
三
年
の
参
議
院
選
挙
後
に
は
四
〇
前
後
の
議
員
が
無
派
閥
と
な
っ
て
お
り
、
近
年
も
三
〇
名
近

く
の
無
派
閥
議
員
が
存
在
し
、
参
議
院
自
民
党
内
に
占
め
る
割
合
は
二
割
を
超
え
て
い
る
。

四
・
二　

執
行
部
人
事
と
院
内
人
事

　

参
議
院
自
民
党
内
に
お
け
る
各
派
閥
の
勢
力
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
執
行
部
の
人
事
か
ら
確
認
し
て
い
く
。
表
1
は
参
議
院
自
民

党
の
議
員
会
長
、
幹
事
長
、
政
策
審
議
会
長
、
国
会
対
策
委
員
長
の
各
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
、
各
派
閥
の
獲
得
期
数
を
五
五
年
体
制
期

と
五
五
年
体
制
後
と
に
分
け
て
報
告
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
議
員
会
長
の
交
代
を
基
準
に
す
る
の
で
は
な
く
、
議
員
会
長
が
選
出

さ
れ
、
執
行
部
を
発
足
さ
せ
て
か
ら
、
任
期
満
了
に
よ
っ
て
再
任
さ
れ
る
、
も
し
く
は
退
任
し
て
新
た
な
執
行
部
が
組
織
さ
れ
る
ま

で
を
一
期
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
派
閥
が
各
役
職
を
何
期
獲
得
し
た
の
か
を
集
計
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
役
職
に
就
い
た
議
員

の
在
任
期
数
の
違
い
を
考
慮
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
な
お
、
議
員
会
長
の
任
期
は
一
九
五
五
年
一
一
月
に
初
代
の
議
員
会
長
と

な
っ
た
松
野
鶴
平
か
ら
、
二
〇
〇
一
年
一
月
に
議
員
会
長
に
就
い
た
竹
山
裕
ま
で
は
一
年
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
七
月
に
竹
山

の
後
を
受
け
た
青
木
幹
雄
か
ら
は
三
年
に
変
更
さ
れ
て
い
る
た
め
（
自
由
民
主
党
編　
二
〇
〇
六:

二
四
六
三
）、
青
木
以
降
の
議
員
会
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長
は
任
期
満
了
ま
で
在
任
し
た
場
合
、
議
員
会
長
を
三
期
務
め
た
と
み
な
し
た
。

　

役
職
別
に
み
る
と
、
ま
ず
、
議
員
会
長
は
佐
藤
派
系
、
池
田
派
系
、
福
田
派
系
の
三
派
が
全
体
の
約
八
割
を
占
め
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
特
に
佐
藤
派
系
は
全
期
間
で
最
も
多
い
六
三
期
中
二
五
期
を
得
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
全
体
の
約
四
割
で
あ
る
。
興
味
深
い

の
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
佐
藤
派
系
は
最
大
派
閥
の
座
を
二
〇
〇
〇
年
代
に
福
田
派
系
に
譲
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
五

年
体
制
後
に
お
い
て
議
員
会
長
の
獲
得
期
数
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
総
裁
派
閥
が
議
員
会
長
の
ポ
ス
ト
を

獲
得
し
た
の
は
全
期
間
で
六
期
の
み
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
一
割
に
満
た
な
い
。

　

幹
事
長
に
つ
い
て
は
、
上
記
三
派
に
ほ
ぼ
独
占
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
特
に
佐
藤
派
系
の
獲
得
期
数
割
合
は
両
期
間
を

通
じ
て
五
割
を
超
え
て
お
り
、
そ
れ
に
続
く
福
田
派
系
に
大
き
な
差
を
つ
け
て
い
る
。
総
裁
派
閥
は
五
五
年
体
制
期
に
は
三
五
期
中

一
六
期
を
占
め
、
割
合
も
四
五
・
七
％
を
記
録
し
て
い
る
が
、
五
五
年
体
制
後
に
は
約
二
〇
ポ
イ
ン
ト
下
落
し
て
二
五
％
と
な
っ
て

い
る
。

　

政
策
審
議
会
長
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
佐
藤
派
系
が
六
三
期
中
一
七
期
と
最
も
多
く
を
獲
得
し
て
い
る
が
、
そ
の
割
合
は
全
体
の

二
七
％
で
あ
り
、
そ
の
他
の
役
職
と
比
べ
て
優
位
性
は
低
い
。
一
方
で
、
大
野
派
系
や
藤
山
派
系
な
ど
の
小
派
閥
や
無
派
閥
で
も
少

数
で
は
あ
る
が
政
策
審
議
会
長
を
輩
出
し
て
お
り
、
総
裁
派
閥
の
獲
得
期
数
割
合
に
関
し
て
も
二
割
を
超
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、
国
会
対
策
委
員
長
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
派
系
が
五
五
年
体
制
後
に
な
る
と
一
九
か
ら
一
一
と
獲
得
期
数
を
減
ら
し
て
い

る
が
、
そ
れ
で
も
最
大
会
派
と
な
る
福
田
派
系
よ
り
も
多
く
の
期
数
を
得
て
お
り
、
全
期
間
に
お
け
る
割
合
は
五
割
近
く
と
な
っ
て

い
る
。
総
裁
派
閥
の
獲
得
期
数
割
合
は
全
期
間
で
三
割
を
超
え
て
い
る
が
、
五
五
年
体
制
後
は
五
五
年
体
制
期
よ
り
も
割
合
を
減
ら

し
て
い
る
。

　

以
上
、
四
つ
の
ポ
ス
ト
に
お
け
る
各
派
閥
の
獲
得
期
数
と
そ
の
割
合
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
1
の
「
役
職
計
」
で
あ
る
。
全
体
で

も
佐
藤
派
系
の
優
位
は
明
ら
か
で
あ
り
、
全
期
間
に
お
け
る
佐
藤
派
系
の
獲
得
期
数
割
合
は
四
一
・
七
％
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
福
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議

員
会

長
幹

事
長

政
策

審
議

会
長

国
会

対
策

委
員

長
役

職
計

55年
体

制
期

55年
体

制
後

全
期

間
55年

体
制

期
55年

体
制

後
全

期
間

55年
体

制
期

55年
体

制
後

全
期

間
55年

体
制

期
55年

体
制

後
全

期
間

55年
体

制
期

55年
体

制
後

全
期

間
佐

藤
派

系
9

16
25

18
15

33
8

9
17

19
11

30
54

51
105

（
25.7）

（
57.1）

（
39.7）

（
51.4）

（
53.6）

（
52.4）

（
23.5）

（
31.0）

（
27.0）

（
55.9）

（
37.9）

（
47.6）

（
39.1）

（
44.7）

（
41.7）

池
田

派
系

4
3

7
7

2
9

7
6

13
7

1
8

25
12

37
（

11.4）
（

10.7）
（

11.1）
（

20.0）
（

7.1）
（

14.3）
（

20.6）
（

20.7）
（

20.6）
（

20.6）
（

3.4）
（

12.7）
（

18.1）
（

10.5）
（

14.7）
福

田
派

系
14

4
18

9
8

17
3

6
9

1
8

9
27

26
53

（
40.0）

（
14.3）

（
28.6）

（
25.7）

（
28.6）

（
27.0）

（
8.8）

（
20.7）

（
14. 3）

（
2.9）

（
27.6）

（
14.3）

（
19.6）

（
22.8）

（
21.0）

河
野

派
系

0
5

5
0

3
3

7
3

10
4

3
7

11
14

25
（

0.0）
（

17.9）
（

7.9）
（

0.0）
（

10.7）
（

4.8）
（

20.6）
（

10.3）
（

15.9）
（

11.8）
（

10.3）
（

11.1）
（

8.0）
（

12.3）
（

9.9）
三

木
派

系
0

0
0

1
0

1
4

0
4

1
0

1
6

0
6

（
0.0）

（
0.0）

（
0.0）

（
2.9）

（
0.0）

（
1.6）

（
11.8）

（
0.0）

（
6.3）

（
2.9）

（
0.0）

（
1.6）

（
4.3）

（
0.0）

（
2.4）

石
井

派
系

6
―

6
0

―
0

0
―

0
0

―
0

6
―

6
（

17.1）
―

（
9.5）

（
0.0）

―
（

0.0）
（

0.0）
―

（
0.0）

（
0.0）

―
（

0.0）
（

4.3）
―

（
2.4）

大
野

派
系

0
―

0
0

―
0

1
―

1
2

―
2

3
―

3
（

0.0）
―

（
0.0）

（
0.0）

―
（

0.0）
（

2.9）
―

（
1.6）

（
5.9）

―
（

3.2）
（

2.2）
―

（
1.2）

藤
山

派
系

2
―

2
0

―
0

3
―

3
0

―
0

5
―

5
（

5.7）
―

（
3.2）

（
0.0）

―
（

0.0）
（

8.8）
―

（
4.8）

（
0.0）

―
（

0.0）
（

3.6）
―

（
2.0）

麻
生

派
系

―
0

0
―

0
0

―
2

2
―

0
0

―
2

2
―

（
0.0）

（
0.0）

―
（

0.0）
（

0.0）
―

（
6.9）

（
3.2）

―
（

0.0）
（

0.0）
―

（
1.8）

（
0.8）

無
派

閥
0

0
0

0
0

0
1

3
4

0
6

6
1

9
10

（
0.0）

（
0.0）

（
0.0）

（
0.0）

（
0.0）

（
0.0）

（
2.9）

（
10.3）

（
6.3）

（
0.0）

（
20.7）

（
9.5）

（
0.7）

（
7.9）

（
4.0）

計
35

28
63

35
28

63
34

29
63

34
29

63
138

114
252

総
裁

派
閥

1
5

6
16

7
23

7
7

14
12

8
20

36
27

63
（

2.9）
（

17.9）
（

9.5）
（

45.7）
（

25.0）
（

36.5）
（

20.6）
（

24.1）
（

22.2）
（

35.3）
（

27.6）
（

31.7）
（

26.1）
（

23.7）
（

25.0）

表
1　
参
議
院
自
民
党
の
執
行
部
人
事
に
お
け
る
各
派
閥
の
獲
得
期
数

注
：

括
弧

内
の

数
値

は
各

派
閥

の
獲

得
期

数
割

合
を

示
す

。
出

典
：

2004
年

ま
で

は
自

由
民

主
党

編
（

2006）、『
国

会
便

覧
』

各
版

、
そ

れ
以

降
は

、『
朝

日
新

聞
』、『

読
売

新
聞

』、『
国

会
便

覧
』

各
版

を
も

と
に

筆
者

作
成

。
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田
派
系
の
二
一
％
に
大
き
な
差
を
つ
け
て
い
る
。
し
か
も
、
佐
藤
派
系
は
最
大
派
閥
か
ら
転
落
し
た
五
五
年
体
制
後
に
む
し
ろ
獲
得

期
数
割
合
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
総
裁
派
閥
は
全
期
間
に
お
け
る
獲
得
期
数
割
合
が
二
五
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

五
五
年
体
制
後
に
そ
れ
を
増
や
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

次
に
、
院
内
人
事
に
関
し
て
、
表
2
は
参
議
院
の
議
長
、
副
議
長
、
議
院
運
営
委
員
長
、
予
算
委
員
長
の
各
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
、

表
1
と
同
様
に
、
各
派
閥
の
獲
得
期
数
と
そ
の
割
合
を
五
五
年
体
制
期
と
五
五
年
体
制
後
と
に
分
け
て
報
告
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も

役
職
別
に
み
て
い
く
と
、
議
長
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
派
系
、
福
田
派
系
、
河
野
派
系
で
全
体
の
約
九
割
の
期
数
を
占
め
て
い
る
。
全

期
間
で
は
佐
藤
派
系
が
最
も
多
く
の
期
数
を
獲
得
し
て
い
る
が
、
五
五
年
体
制
後
に
お
い
て
は
そ
の
数
を
減
ら
し
て
お
り
、
佐
藤
派

系
に
代
わ
っ
て
最
大
派
閥
と
な
っ
た
福
田
派
系
が
最
多
の
期
数
を
得
て
い
る
。
総
裁
派
閥
に
つ
い
て
は
、
五
五
年
体
制
期
に
お
け
る

獲
得
期
数
割
合
は
二
五
・
七
％
で
あ
っ
た
が
、
五
五
年
体
制
後
に
は
五
九
・
一
％
を
占
め
て
い
る
。
本
稿
で
対
象
と
し
た
役
職
の
中

で
、
総
裁
派
閥
の
獲
得
期
数
割
合
が
五
割
を
超
え
る
の
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
。

　

副
議
長
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
六
年
五
月
か
ら
自
民
党
が
議
長
だ
け
で
な
く
、
副
議
長
の
ポ
ス
ト
も
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

一
九
七
七
年
七
月
に
「
保
革
伯
仲
」
の
中
で
社
会
党
の
加
瀬
完
が
副
議
長
に
就
任
し
て
以
降
、
野
党
第
一
党
が
占
め
る
ポ
ス
ト
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
他
の
役
職
と
比
較
し
て
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
副
議
長
ポ
ス
ト

を
最
も
多
く
獲
得
し
て
い
る
の
は
佐
藤
派
系
で
あ
り
、
総
裁
派
閥
は
そ
の
半
数
と
な
っ
て
い
る
。

　

議
院
運
営
委
員
長
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
派
系
が
五
五
年
体
制
期
に
は
ち
ょ
う
ど
五
割
に
あ
た
る
一
七
期
を
獲
得
し
て
い
た
が
、
五

五
年
体
制
後
に
は
二
期
を
得
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
福
田
派
系
は
一
期
か
ら
一
二
期
と
獲
得
期
数
を
大
き
く
増
や
し
て
い

る
。
総
裁
派
閥
も
五
五
年
体
制
後
に
獲
得
期
数
割
合
を
増
や
し
て
お
り
、
全
期
間
の
割
合
は
三
七
・
九
％
に
な
っ
て
い
る
。

　

予
算
委
員
長
に
つ
い
て
は
、
五
大
派
閥
以
外
も
ポ
ス
ト
を
得
て
い
る
も
の
の
、
佐
藤
派
系
と
池
田
派
系
に
よ
っ
て
全
体
の
半
数
以

上
の
期
数
が
占
め
ら
れ
て
い
る
。
総
裁
派
閥
は
五
五
年
体
制
期
に
は
約
二
割
に
あ
た
る
八
期
を
得
て
い
た
が
、
五
五
年
体
制
後
は
一
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議

長
副

議
長

議
院

運
営

委
員

長
予

算
委

員
長

役
職

計
55年

体
制

期
55年

体
制

後
全

期
間

55年
体

制
期

55年
体

制
後

全
期

間
55年

体
制

期
55年

体
制

後
全

期
間

55年
体

制
期

55年
体

制
後

全
期

間
55年

体
制

期
55年

体
制

後
全

期
間

佐
藤

派
系

16
6

22
7

2
9

17
2

19
12

7
19

52
17

69
（

45.7）
（

27. 3）
（

38.6）
（

41.2）
（

33.3）
（

39.1）
（

50.0）
（

8.3）
（

32.8）
（

32.4）
（

26.9）
（

30.2）
（

42.3）
（

21.8）
（

34.3）
池

田
派

系
2

0
2

0
0

0
7

6
13

7
8

15
16

14
30

（
5.7）

（
0.0）

（
3.5）

（
0.0）

（
0.0）

（
0.0）

（
20.6）

（
25.0）

（
22.4）

（
18.9）

（
30.8）

（
23.8）

（
13.0）

（
17.9）

（
14.9）

福
田

派
系

10
8

18
0

1
1

1
12

13
3

3
6

14
24

38
（

28.6）
（

36.4）
（

31.6）
（

0.0）
（

16.7）
（

4.3）
（

2.9）
（

50.0）
（

22.4）
（

8.1）
（

11.5）
（

9.5）
（

11.4）
（

30.8）
（

18.9）
河

野
派

系
7

5
12

6
0

6
4

3
7

5
4

9
22

12
34

（
20.0）

（
22.7）

（
21.1）

（
35.3）

（
0.0）

（
26.1）

（
11.8）

（
12.5）

（
12.1）

（
13.5）

（
15.4）

（
14.3）

（
17.9）

（
15.4）

（
16.9）

三
木

派
系

0
0

0
0

3
3

5
0

5
2

1
3

7
4

11
（

0.0）
（

0.0）
（

0.0）
（

0.0）
（

50.0）
（

13.0）
（

14.7）
（

0.0）
（

8.6）
（

5.4）
（

3.8）
（

4.8）
（

5.7）
（

5.1）
（

5.5）
石

井
派

系
0

―
0

4
―

4
0

―
0

2
―

2
6

―
6

（
0.0）

―
（

0.0）
（

23.5）
―

（
17.4）

（
0.0）

―
（

0.0）
（

5.4）
―

（
3.2）

（
4.9）

―
（

3.0）
大

野
派

系
0

―
0

0
―

0
0

―
0

6
―

6
6

―
6

（
0.0）

―
（

0.0）
（

0.0）
―

（
0.0）

（
0.0）

―
（

0.0）
（

16.2）
―

（
9.5）

（
4.9）

―
（

3.0）
藤

山
派

系
0

―
0

0
―

0
0

―
0

0
―

0
0

―
0

（
0.0）

―
（

0.0）
（

0.0）
―

（
0.0）

（
0.0）

―
（

0.0）
（

0.0）
―

（
0.0）

（
0.0）

―
（

0.0）
麻

生
派

系
―

3
3

―
0

0
―

0
0

―
1

1
―

4
4

―
（

13.6）
（

5.3）
―

（
0.0）

（
0.0）

―
（

0.0）
（

0.0）
―

（
3.8）

（
1.6）

―
（

5.1）
（

2.0）
無

派
閥

0
0

0
0

0
0

0
1

1
0

2
2

0
3

3
（

0.0）
（

0.0）
（

0.0）
（

0.0）
（

0.0）
（

0.0）
（

0.0）
（

4.2）
（

1.7）
（

0.0）
（

7.7）
（

3.2）
（

0.0）
（

3.8）
（

1.5）
計

35
22

57
17

6
23

34
24

58
37

26
63

123
78

201
総

裁
派

閥
9

13
22

4
1

5
11

11
22

8
1

9
32

26
58

（
25.7）

（
59.1）

（
38.6）

（
23.5）

（
16.7）

（
21.7）

（
32.4）

（
45.8）

（
37.9）

（
21.6）

（
3.8）

（
14.3）

（
26.0）

（
33.3）

（
28.9）

表
2　
院
内
人
事
に
お
け
る
各
派
閥
の
獲
得
期
数

注
：

括
弧

内
の

数
値

は
各

派
閥

の
獲

得
期

数
割

合
を

示
す

。
出

典
：『

参
議

院
公

報
』、『

国
会

便
覧

』
各

版
を

も
と

に
筆

者
作

成
。
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期
の
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
四
つ
の
ポ
ス
ト
に
お
け
る
各
派
閥
の
獲
得
期
数
と
そ
の
割
合
を
ま
と
め
た
表
2
の
「
役
職
計
」
に
よ
る
と
、
全
期
間
で

は
佐
藤
派
系
が
最
も
多
く
の
期
数
を
得
て
い
る
が
、
五
五
年
体
制
後
に
は
執
行
部
人
事
の
場
合
と
は
異
な
り
、
獲
得
期
数
を
五
二
か

ら
一
七
に
大
き
く
減
ら
す
一
方
、
福
田
派
系
は
勢
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
総
裁
派
閥
も
五
五
年
体
制
後
に
獲
得
期
数
割
合

を
二
六
％
か
ら
三
三
・
三
％
に
増
や
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
稿
の
仮
説
に
対
す
る
反
証
と
い
う
よ
り
は
福
田
派
系
が
二
〇
〇
〇
年

代
以
降
、
長
く
総
裁
派
閥
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
参
議
院
自
民
党
の
人
事
か
ら
は
、
以
下
の
三
つ
の
点
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
は
、
佐
藤
派
系
の
影
響
力
の
大
き

さ
で
あ
る
。
佐
藤
派
系
は
全
期
間
で
み
た
と
き
、
本
稿
に
お
い
て
対
象
と
し
た
全
て
の
役
職
に
お
い
て
最
多
の
期
数
を
獲
得
し
て
お

り
、
特
に
参
議
院
自
民
党
や
参
議
院
の
運
営
の
鍵
を
握
る
幹
事
長
ポ
ス
ト
の
過
半
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
五
五
年
体
制
後
に
お
い
て

は
院
内
の
役
職
な
ど
で
獲
得
期
数
を
減
ら
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
参
議
院
自
民
党
内
に
お
け
る
所
属
議
員
割
合
以
上
の
ポ
ス
ト

を
得
て
い
る
。

　

第
二
は
、
小
派
閥
や
無
派
閥
の
議
員
の
冷
遇
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
派
閥
に
属
さ
な
い
議
員
は
参
議
院
自
民
党
内
で
一
定
の
比
重

を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
獲
得
期
数
割
合
は
執
行
部
人
事
で
四
・
〇
％
、
院
内
人
事
で
は
一
・
五
％
に
過
ぎ
な
い
。
第
一
の
点

と
あ
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
参
議
院
自
民
党
に
よ
る
人
事
が
必
ず
し
も
派
閥
勢
力
比
型
人
事
と
は
な
っ
て
い
な
い

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

第
三
は
、
総
裁
派
閥
の
限
界
で
あ
る
。
総
裁
派
閥
は
幹
事
長
、
国
会
対
策
委
員
長
、
議
長
、
議
院
運
営
委
員
長
と
い
う
重
要
な
役

職
に
お
い
て
全
体
の
三
割
を
超
え
る
期
数
を
獲
得
し
て
い
る
が
、
佐
藤
派
系
の
獲
得
期
数
割
合
を
超
え
る
も
の
は
議
院
運
営
委
員
長

に
限
ら
れ
る
。
ま
た
、
総
裁
の
権
力
が
制
度
的
に
強
化
さ
れ
た
五
五
年
体
制
後
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
各
役
職
の
獲
得
期
数
割
合
を

増
加
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
参
議
院
自
民
党
に
よ
る
人
事
の
自
律
性
に
関
す
る
本
稿
の
仮
説
と
整
合
的
で
あ
る
。
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な
お
、
総
裁
派
閥
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
五
五
年
体
制
期
は
佐
藤
派
系
、
五
五
年
体
制
後
は
福
田
派
系
が
そ
れ

ぞ
れ
総
裁
派
閥
に
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
総
裁
派
閥
の
獲
得
期
数
に
つ
い
て
解
釈
す
る
際
に
は
注
意
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、

五
五
年
体
制
期
に
佐
藤
派
系
以
外
の
出
身
で
長
期
政
権
を
率
い
た
中
曽
根
首
相
と
、
五
五
年
体
制
後
に
福
田
派
系
の
首
相
で
は
あ
る

も
の
の
、
佐
藤
派
系
が
最
大
派
閥
の
時
期
に
長
期
政
権
を
率
い
た
小
泉
首
相
の
二
つ
の
内
閣
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
裁
派
閥
の

獲
得
期
数
を
確
認
す
る
。

　

前
者
に
つ
い
て
は
、
総
裁
派
閥
の
中
曽
根
派
（
河
野
派
系
）
は
二
八
期
中
一
期
を
獲
得
し
た
の
み
で
あ
り
、
後
者
に
関
し
て
も
総

裁
派
閥
の
森
派
（
福
田
派
系
）
は
三
五
期
中
六
期
を
得
た
に
過
ぎ
な
い（

（1
（

。
両
内
閣
期
に
お
い
て
、
最
も
多
く
の
期
数
を
獲
得
し
た
の

は
や
は
り
佐
藤
派
系
で
あ
り
、
中
曽
根
内
閣
で
は
一
六
期
、
小
泉
内
閣
で
も
総
裁
派
閥
の
倍
以
上
の
一
三
期
を
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
し
て

い
る
。
中
曽
根
首
相
が
政
権
運
営
に
お
い
て
佐
藤
派
系
の
田
中
派
の
力
を
頼
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
、
小
泉

首
相
は
佐
藤
派
系
の
橋
本
派
と
対
立
的
な
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
泉
内
閣
期
に
参
議
院
自
民
党
の
人
事
に
お

い
て
橋
本
派
が
優
位
を
保
っ
た
こ
と
は
本
稿
の
仮
説
の
妥
当
性
を
示
し
て
い
る
。

四
・
三　

役
職
別
の
平
均
当
選
回
数
と
平
均
在
職
期
数

　

こ
こ
か
ら
は
、
各
役
職
に
つ
い
て
、
就
任
時
の
議
員
の
当
選
回
数
と
在
任
期
数
に
着
目
し
て
、
参
議
院
自
民
党
の
人
事
に
ど
の
よ

う
な
慣
行
が
存
在
す
る
の
か
を
推
論
す
る
。
表
3
は
役
職
ご
と
に
就
任
時
の
議
員
の
平
均
当
選
回
数
と
平
均
在
職
期
数
を
五
五
年
体

制
期
と
五
五
年
体
制
後
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
て
い
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
佐
藤
・
松
崎
（
一
九
八
六
）
や
待
鳥
（
二
〇
〇
一
）
な
ど
と
同
様
に
、
参
議
院
議
員
の
六
年
の
任
期
を
、
そ

の
任
期
の
中
間
に
実
施
さ
れ
る
参
議
院
選
挙
を
境
と
し
て
前
半
（
ａ
）
と
後
半
（
ｂ
）
に
分
け
、
当
選
一
回
の
参
議
院
議
員
で
も
任

期
の
後
半
に
入
っ
た
時
点
（
1
ｂ
）
で
衆
議
院
議
員
の
当
選
二
回
相
当
と
み
な
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
参
議
院
自
民
党
の
人
事
に
お
け
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る
シ
ニ
オ
リ
テ
ィ
・
ル
ー
ル
を
よ
り
厳
密
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

任
期
の
異
な
る
衆
議
院
議
員
と
の
比
較
も
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
参
議
院
議
員
の

中
に
は
衆
議
院
議
員
の
経
験
を
持
つ
議
員
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
た
め
、
分
析

上
も
任
期
の
異
な
る
衆
議
院
と
参
議
院
の
議
員
の
当
選
回
数
を
統
一
的
に
カ
ウ
ン

ト
す
る
必
要
が
あ
る（

（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
表
3
の
平
均
当
選
回
数
は
、
役
職
ご
と
に

そ
の
就
任
時
の
参
議
院
議
員
の
当
選
回
数
を
衆
議
院
議
員
の
そ
れ
に
換
算
し
た
う

え
で
算
出
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
そ
の
平
均
当
選
回
数
を
み
る
と
、
ど
の
役
職
に
お
い
て
も
五
五
年
体
制

期
と
五
五
年
体
制
後
と
で
平
均
当
選
回
数
に
そ
れ
ほ
ど
違
い
が
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
副
議
長
に
つ
い
て
は
、
特
に
五
五
年
体
制
後
に
自
民
党
か
ら
そ
の
ポ
ス

ト
に
就
い
た
の
が
山
東
昭
子
、
尾
辻
秀
久
、
山
崎
正
昭
の
三
名
に
過
ぎ
な
い
た
め
、

全
期
間
の
平
均
当
選
回
数
し
か
示
し
て
い
な
い
が
、
両
期
間
で
最
も
差
の
あ
る
議

長
で
も
〇
・
七
の
差
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
役
職
に
よ
っ
て
平
均
当
選
回
数
に
明
確
な
違
い
が
あ
る
こ
と
も
特
徴
的

で
あ
る
。
そ
れ
を
少
な
い
方
か
ら
順
に
な
ら
べ
る
と
、
執
行
部
に
つ
い
て
は
、
国

会
対
策
委
員
長
（
五
・
〇
）
→
政
策
審
議
会
長
（
五
・
六
）
→
幹
事
長
（
六
・
一
）

→
議
員
会
長
（
七
・
四
）
と
な
る
。
ま
た
、
参
議
院
内
の
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

議
院
運
営
委
員
長
（
四
・
七
）
→
予
算
委
員
長
（
六
・
五
）
→
副
議
長
（
七
・
〇
）

→
議
長
（
八
・
三
）
の
順
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
同
期
間
に
お
け
る
参
議
院
自
民

平均当選回数 平均在任期数

55 年体制期 55 年体制後 全期間 55 年体制期 55 年体制後 全期間

議員会長 7.2 7.6 7.4 2.5 2.3 2.4

幹事長 6.2 6.1 6.1 2.1 2.5 2.3

政策審議会長 5.5 5.7 5.6 1.5 1.3 1.4

国会対策委員長 5.0 5.0 5.0 1.5 1.8 1.7

議長 8.0 8.7 8.3 4.4 3.1 3.8

副議長 ― ― 7.0 ― ― 2.9

議院運営委員長 4.5 4.9 4.7 2.0 1.3 1.7

予算委員長 6.6 6.4 6.5 1.3 1.2 1.3

表 3　役職別の平均当選回数と平均在任期数

注：平均当選回数は衆議院議員の当選回数に換算したうえで算出している。
出典：自由民主党編（2006）、『参議院公報』、『国会便覧』各版をもとに筆者作成。
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党
か
ら
の
入
閣
者
の
平
均
当
選
回
数
は
五
・
二
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
執
行
部
内
で
は
議
員
会
長
や
幹
事
長
、
参
議
院
内
で
は
議
長
や

予
算
委
員
長
が
大
臣
よ
り
も
当
選
回
数
の
多
い
議
員
が
就
く
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
実
際
に
そ
れ
ら
の
多
く
が
閣
僚
経
験
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
参
議
院
自
民
党
内
に
独
自
の
シ
ニ
オ
リ
テ
ィ
・
ル
ー
ル
が
存
在
し
、
そ
れ
が
長
期
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。

　

次
に
、
役
職
ご
と
の
平
均
在
任
期
数
を
み
る
と
、
執
行
部
に
つ
い
て
は
、
両
期
間
の
間
で
平
均
在
任
期
数
に
大
き
な
違
い
は
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
議
員
会
長
と
幹
事
長
は
平
均
で
二
期
を
超
え
て
い
る
一
方
、
政
策
審
議
会
長
と
国
会
対
策
委
員

長
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・
四
期
、
一
・
七
期
と
な
っ
て
お
り
、
比
較
的
短
期
間
で
交
代
す
る
ポ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
参
議
院
内
の
役
職
に
つ
い
て
は
、
予
算
委
員
長
の
平
均
在
任
期
数
は
両
期
間
で
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
が
、
特
に
議
長

に
つ
い
て
は
四
・
四
期
か
ら
三
・
一
期
に
短
縮
し
て
い
る
。

　

五
五
年
体
制
期
に
池
田
、
佐
藤
両
内
閣
の
も
と
で
大
き
な
存
在
感
を
放
っ
た
と
さ
れ
る
議
長
に
重
宗
雄
三
が
い
る
が
、
重
宗
は
議

員
会
長
を
経
て
、
一
九
六
二
年
八
月
に
議
長
に
就
任
し
て
以
降
、
一
九
七
一
年
七
月
に
退
任
す
る
ま
で
、
連
続
一
〇
期
に
わ
た
っ
て

議
長
の
座
に
君
臨
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
重
宗
の
前
任
の
松
野
鶴
平
は
一
九
五
六
四
月
に
就
任
し
て
か
ら
六
期
、
後
任
の
河
野
謙
三

は
一
九
七
七
年
七
月
に
退
任
す
る
ま
で
七
期
、
そ
れ
ぞ
れ
議
長
ポ
ス
ト
に
あ
っ
た（

（1
（

。
し
か
し
、
河
野
の
後
を
受
け
た
安
井
謙
以
降
は

概
ね
在
任
期
数
が
三
期
と
な
り
、
そ
れ
は
参
議
院
選
挙
に
あ
わ
せ
て
議
長
が
交
代
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
五

五
年
体
制
後
に
も
斎
藤
十
朗
の
よ
う
に
、
一
九
九
五
年
八
月
か
ら
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
ま
で
六
期
に
わ
た
っ
て
議
長
を
務
め
た
人
物

も
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
例
外
的
で
あ
り
、
そ
の
他
の
議
長
は
二
期
も
し
く
は
三
期
で
交
代
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
七
〇

年
代
後
半
以
降
、
議
長
ポ
ス
ト
も
ま
た
参
議
院
自
民
党
内
の
人
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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五　

知
見
と
課
題

　

本
稿
で
は
、
自
民
党
内
に
お
い
て
参
議
院
自
民
党
が
ど
れ
だ
け
自
律
的
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
の
か
を
、
そ
の
人
事
を
長
期
的
に
観

察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
検
討
し
た
。
ま
ず
、
参
議
院
自
民
党
の
執
行
部
人
事
と
参
議
院
内
人
事
に
お
け
る
各
派
閥
の
ポ
ス
ト
獲
得
状

況
を
確
認
し
た
結
果
、
佐
藤
派
系
が
他
の
派
閥
に
対
し
て
優
位
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
特
に
五
五
年
体
制
期
に

お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
参
議
院
自
民
党
に
お
け
る
最
大
派
閥
が
佐
藤
派
系
か
ら
福
田
派
系
に
代
わ
っ
た
五
五
年
体
制
後
の
時
期

に
お
い
て
も
佐
藤
派
系
は
特
に
執
行
部
人
事
に
お
い
て
な
お
有
力
で
あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
総
裁
派
閥
は
各
役
職
に
お
い
て
一
定
の
割
合
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
佐
藤
派
系
に
大
き
な
差
を
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
ま
た
、
五
五
年
体
制
後
に
総
裁
の
制
度
的
権
力
が
強
化
さ
れ
る
中
で
必
ず
し
も
ポ
ス
ト
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
参
議
院
自
民
党
の
人
事
が
五
五
年
体
制
後
に
お
い
て
も
自
律
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。

　

次
に
、
本
稿
で
対
象
と
し
た
各
役
職
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
に
就
く
議
員
の
当
選
回
数
と
在
任
期
数
を
み
た
と
こ
ろ
、
五

五
年
体
制
期
と
五
五
年
体
制
後
に
お
け
る
平
均
当
選
回
数
は
各
役
職
に
お
い
て
ほ
ぼ
不
変
で
あ
り
、
平
均
在
任
期
数
に
つ
い
て
も
参

議
院
議
長
な
ど
は
五
五
年
体
制
後
に
短
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
は
大
き
な
変
動
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
参

議
院
自
民
党
の
人
事
慣
行
と
し
て
、
当
選
回
数
に
基
づ
く
シ
ニ
オ
リ
テ
ィ
・
ル
ー
ル
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

議
長
職
も
ま
た
参
議
院
自
民
党
内
の
人
事
の
一
環
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
稿
の
分
析
結
果
は
、
参
議
院
自
民
党
が
自
民
党
内
に
お
い
て
独
立
的
な
組
織
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
高
い
自

律
性
を
持
っ
て
人
事
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
人
事
が
権
力
の
源
泉
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
参
議
院
自
民
党
は
自
民

党
内
の
機
関
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
中
枢
で
さ
え
も
容
易
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
難
し
い
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
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こ
に
、
自
民
党
内
に
お
い
て
中
枢
を
占
め
る
衆
議
院
自
民
党
と
参
議
院
自
民
党
と
が
権
力
分
立
的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
想
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
本
稿
に
は
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
第
一
は
、
各
役
職
の
配
分
過
程
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

各
役
職
の
配
分
結
果
に
着
目
し
て
人
事
の
自
律
性
を
推
論
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
が
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
は
分
析
が
及
ば
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
本
稿
で
は
、
佐
藤
派
系
が
長
期
に
わ
た
っ
て
人
事
で

優
位
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
れ
が
な
ぜ
可
能
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
も
今
後
の
研
究
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

第
二
は
、
人
事
以
外
の
面
に
お
け
る
参
議
院
自
民
党
の
自
律
性
で
あ
る
。
人
事
に
お
け
る
高
い
自
律
性
は
参
議
院
自
民
党
が
自
律

的
な
行
動
を
と
る
こ
と
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
実
際
の
政
策
決
定
過
程
の
中
に
お
い
て
確
認
す
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
参
議
院
自
民
党
に
よ
っ
て
参
議
院
が
ど
れ
だ
け
自
律
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
内
閣

に
対
す
る
参
議
院
自
民
党
の
影
響
力
を
推
論
す
る
う
え
で
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
参
議
院
自
民
党
と
い
う
参
議
院
の
重
要
ア
ク
タ
ー
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
の
み
な
ら
ず
、
二
院
制
と
い
う
議
会
制

度
が
政
権
党
の
組
織
や
統
治
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を
検
討
す
る
う
え
で
、
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
研
究
課
題

で
あ
る
。

〔
付
記
〕　

本
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
櫻
田
會
よ
り
政
治
研
究
助
成
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
1
）　

党
則
は
二
〇
二
四
年
二
月
一
日
時
点
の
も
の
を
参
照
。

（
2
）　

そ
れ
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は
総
裁
、
副
総
裁
、
幹
事
長
、
総
務
会
長
、
政
調
会
長
、
選
挙
対
策
委
員
長
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
衆
議
院
議

員
が
独
占
す
る
ポ
ス
ト
で
あ
る
。
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（
3
）　
『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
七
年
一
月
二
四
日
付
朝
刊
。
ま
た
、
参
議
院
自
民
党
は
二
〇
一
九
年
三
月
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://

sangiin-jim
in.jp/

）
を
開
設
し
、
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
八
日
最
終
閲
覧
）。

（
4
）　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
派
閥
の
領
袖
と
な
っ
た
参
議
院
議
員
と
し
て
以
下
の
二
名
が
存
在
す
る
。
一
人
目
は
一
九
九
八
年
に
旧
渡
辺

派
（
政
策
科
学
研
究
所
）
を
継
承
し
た
村
上
正
邦
で
あ
る
。
そ
の
後
、
村
上
派
は
三
塚
派
か
ら
離
脱
し
た
亀
井
静
香
の
グ
ル
ー
プ
と
合
流

し
て
志
帥
会
と
な
っ
た
。
二
人
目
は
二
〇
一
五
年
に
大
島
派
（
番
町
政
策
研
究
所
）
を
引
き
継
い
だ
山
東
昭
子
で
あ
る
。
山
東
派
は
二
〇

一
七
年
に
麻
生
派
と
合
流
し
て
志
公
会
と
な
っ
た
。

（
5
）　

た
と
え
ば
、
安
倍
晋
三
は
、
自
ら
の
首
相
在
任
中
を
回
顧
し
、
官
僚
に
関
す
る
こ
と
で
は
あ
る
も
の
の
、「
官
邸
が
何
を
言
お
う
が
、

人
事
権
が
な
け
れ
ば
、
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
」
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
安
倍　
二
〇
二
三
：
三
七
）。

（
6
）　

仮
に
衆
議
院
に
お
い
て
三
分
の
二
以
上
の
多
数
派
が
形
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、
参
議
院
は
成
立
を
望
ま
な
い
法
案
に
つ
い
て
、
そ
の

議
決
を
最
大
六
〇
日
に
わ
た
っ
て
引
き
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
（
憲
法
五
九
条
四
項
）、
会
期
を
比
較
的
短
く
区
切
っ
て
い
る
日
本

の
国
会
に
お
い
て
再
可
決
権
を
行
使
す
る
に
は
大
き
な
時
間
的
コ
ス
ト
が
伴
う
。

（
7
）　

濱
本
（
二
〇
一
五
）
は
選
挙
制
度
改
革
後
に
主
流
派
優
遇
人
事
と
造
反
が
増
加
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、O

no

（2012

）

は
首
相
に
対
す
る
世
論
の
支
持
が
人
事
に
お
け
る
首
相
の
裁
量
を
規
定
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
8
）　
『
国
会
便
覧
』
に
派
閥
に
関
す
る
情
報
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
一
年
二
月
に
出
版
さ
れ
た
一
六
版
以
降
で
あ

る
が
、
当
初
は
い
ず
れ
の
派
閥
に
も
衆
議
院
議
員
の
名
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

（
9
）　

佐
藤
派
系
は
佐
藤
派
―
田
中
派
―
竹
下（
登
）派
―
小
渕
派
―
橋
本
派
―
津
島
派
―
額
賀
派
―
竹
下（
亘
）派
―
茂
木
派
、
池
田
派
系
は

池
田
派
―
前
尾
派
―
大
平
派
―
鈴
木
派
―
宮
澤
派
―
加
藤
派
―
堀
内
派
―
古
賀
派
―
岸
田
派
、
福
田
派
系
は
福
田
派
―
安
倍（
晋
太
郎
）派

―
三
塚
派
―
森
派
―
町
村
派
―
細
田
派
―
安
倍（
晋
三
）派
、
河
野
派
系
は
河
野（
一
郎
）派
―
中
曽
根
派
―
渡
辺
派
―
村
上
派
―
村
上
・
亀

井
派
―
江
藤
・
亀
井
派
―
伊
吹
派
―
二
階
派
、
三
木
派
系
は
三
木
派
―
河
本
派
―
高
村
派
―
大
島
派
―
山
東
派
、
麻
生
派
系
は
河
野（
洋

平
）グ
ル
ー
プ
―
麻
生
派
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
。

（
10
）　

そ
れ
ぞ
れ
の
総
裁
派
閥
が
獲
得
し
た
ポ
ス
ト
は
、
中
曽
根
派
が
予
算
委
員
長
（
一
期
）、
森
派
が
政
策
審
議
会
長
（
二
期
）、
国
会
対

策
委
員
長
（
一
期
）、
議
長
（
一
期
）、
議
院
運
営
委
員
長
（
二
期
）
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
参
議
院
自
民
党
を
主
導
す
る
議
員
会
長
と
幹
事

長
の
ポ
ス
ト
は
得
て
い
な
い
。
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（
11
）　

た
と
え
ば
、
一
九
八
〇
年
七
月
に
議
員
会
長
と
な
っ
た
町
村
金
五
は
就
任
時
、
参
議
院
当
選
二
回
の
後
半
（
二
ｂ
）
で
あ
っ
た
が
、

参
議
院
議
員
に
鞍
替
え
前
に
衆
議
院
議
員
を
四
期
経
験
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
衆
議
院
当
選
八
回
相
当
と
み
な
さ
れ
る
。

（
12
）　

各
議
長
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
竹
中
（
二
〇
一
〇
）
を
参
照
。

参
考
文
献

安
倍
晋
三
『
安
倍
晋
三　
回
顧
録
』
中
央
公
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